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〒753-0841 山口市吉田１６７７－１ 

（山口大学吉田キャンパス大学会館１Ｆ） 

T E L：083-928-2501 

F A X：083-928-2503 

E - m a i l：yamasc35@ouj.ac.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamaguchi/ 

学習センターの利用時間 

◆通常期            ９：００～１７：３０ 

◆単位認定試験期間  ９：００～１９：００ 

平成31年 1～3月の閉所日 

◆毎週月曜日、祝日 

◆特別閉所日：1/1（祝）～1/3（木） 

1/19(土)～1/20(日) 

2/1(金)、2/3(日) 

2/23(土)～2/24(日)、3/12(火) 

 



 

 

 

 

 

 

 

10 月 20･21 日の 2 日間、面接授業「北長門の歴史と民俗を学ぶ」を 20

数名の履修を得、俵山温泉で行いました。私が大学に在籍時代、公開講座

として長年行ってきたやり方を踏襲しての実施でした。放送大学山口学習

センターとしては平成 25 年、松浦学習センター長時代一度実施しました。 

講義はまず坪郷が初日の 4 コマを通して北長門の歴史と民俗の概要を

講じました。中世の大内氏の勃興とその最後を看取った大寧寺の政策、鯨文化を中心に話を進めま

した。大寧寺の歴史を軸に日本海に広がる本末寺ネットワークとそれを守護した大内氏の支配を知

ることができました。2 日目はさらに専門に入り、江戸時代の絵図を通して北長門の歴史文化をた

どる授業を山口県博物館の山田稔学芸課長が行いました。絵図を描いた萩藩郡方地理図師有馬喜惣

太の存在を知ることができました。最後に俵山の民俗をさらに深く学ぶために江戸時代の地誌防長

風土注進案を読み解く授業を山口県文書館金谷匡人副館長が行いました。古文書を読む面白さを体

験し、温泉の開闢伝説で語られる白色について理解することができました。 

 俵山温泉は山口県長門市の西南端に位置し、古くから湯治場として、西日本の名湯として知られ

たところです。初日の夜は地域の NPO「ゆうゆうグリーン」主催の交流会がもたれ、自由参加でし

たがほぼ全員の方が参加されました。地域の人たちとまた受講生同士の貴重な交流の場になったよ

うです。遠くは東京、名古屋、愛媛、岡山からの参加や、前回の俵山での授業に参加し、記憶に残

り再度訪れられた方もありました。講義は温泉組合施設温泉閣で行われ、昭和初期建設の木造一部

2階建てで、格天井の開放感のあるホールで講義も、交流会も行われました。 

 以上が概要ですが、最大の不安材料は湯治場俵山までの交通の便でした。幕あいの雑談で新幹線、

在来線を乗り継ぎ小月からのバスで俵山に来たという声や、小月からのバスを利用して 2日間通う

など多様なルートが分かりました。多くが自家用車での参加でしたが、様々なルートを選びながら

も履修への厚い熱意を感じました。1 日目の夜の交流会ですが、放送大学は全く係わらず、地元の

方々のお世話で進みました。旅館からすれば自分の宿で夕食を出した方が儲けにはなるのでしょう

が、旅館の女将さんも交流会企画に加わり、しゃれた松花堂弁当を作って下さいました。長い間公

開講座をこの地で続けて来ましたが、いつ頃からか会場に瀟洒な一輪挿しが置かれ、交流会の料理

も少なめで、見ても食べても美しい料理が並ぶようになりました。NPO に旅館の女将さんたちが加

わり洒落た雰囲気が醸し出されるようになったのでしょう。今回も地元産鹿肉の燻製、鯨おばいけ

の酢味噌あえ等、授業内容にもつながる料理に全員が豊かな気持ちになりました。 

2 日間の授業を終わり、知恵を満たした心と温泉で癒やさ 

れた体で笑みを見せながらお互い親しくなったもの同士がお 

別れの挨拶する様子をみて、企画実施してよかったと思うと 

共に、様々な学びを受入れ、学びあう場として静かな温泉地 

はよい環境だと改めて思いました。  

『名湯俵山での面接授業を終えて 』 

 

山口学習センター客員教授 坪郷 英彦 

 

～面接授業の様子（俵山温泉閣にて）～ 

 



 

 

 

     

 ♪ 「生きるとは学ぶこと、学ぶのは楽しみ、知は光、みどりの未来を 

    展くため、いつでも どこでも 見えない友と-----」 ♪  

 バスの中で、放送大学学歌を斉唱していると、＠という間に、門司に到着した。 

門司は、大型クルーズ船が停泊する西岸新商業地区、門司港駅前商業地区、東部レトロ観光地区と大ま

かに三つに区分され、今回は、門司港駅前の旧三井倶楽部から出光美術館を含むレトロ地区を、現地ボ

ランティアガイドさんの詳細な説明にしたがって散策した。 

 旧門司三井倶楽部は国の重要文化財に指定され、その木造建物の特徴は、上の階が下の階より少し大

きく、ドイツなどの欧州風「木組み」構造にある。床板や階段なども欧州風で、この日は新婚さんの結

婚記念撮影も実施されていた。1922 年に物理学者アインシュタインが講演で福岡を訪れた際、夫妻で

宿泊したことでも知られていて、彼らが宿泊した二階のゲストルームは、そのままの状態で保存公開さ

れていた。 

 はね橋（Blew wing もじ）を渡ると、高さ２メートルもある巨大な碇と 20 センチほどの太さのロー

プ、大きい幅の網が転がっている情景が見えるはず？-----が、無かった!?真新しい Brown 色に塗られた

巨大な壁の残骸が突っ立っていた。ここが三菱倉庫の跡だ！90 年代まではトラックがやっと通れるく

らい狭い道路で、向かい側には〇〇商店などの看板もあったはずだが、広い観光道路がこの倉庫街を貫

き、倉庫の跡地には、数百台が入る駐車場になっていた。当に、フォロ・ロマーノを分断していたムッ

ソリーニ道路のようだ。しかも、この倉庫壁の残骸の裏面は鉄筋と木の梁が剥き出しになっていた。ベ

ルリンの壁の保存を参照して欲しい。数メートルの壁の裏は、小さな記念館になっているのだが-----。 

 1970 年秋、出光佐三講演会（宇部市渡辺翁記念会館）に学内参加させられた。元貴族院多額納税者議

員というふれ込みだったが、語り口は、面白いとは思えなかった。その出光佐三コレクションの一部が

収蔵されている出光美術館門司に入館した。「花鳥の彩り～雪舟と江戸絵画～」というテーマで、屏風・

軸装他 16 点、皿・鏡他 21 点が展示されていた。「四季花鳥図屏風」（伝雪舟）、「遊鶴図屏風」（狩野永

納）など言葉を失うほどだった。皿などは景徳鎮官窯で制作と記されていた。現在の景徳鎮は、旧官窯

跡を含め観光が主体で、専門陶芸家は別の場所にいると現地で耳にした。「白地黒掻落鵲文枕」は磁器製

の枕で、独自の形状が功を奏したのか基本通りの 2 本のテグス止めが施してあった。屏風や軸装類も 

基本通り 135～150cm の高さで展示されていた。館内の照明は、少し暗く感じるところもあったが、概

ね良好で、展示ケースなどの埃もなく、学芸部の方々の日々の活動の賜物と感じ得た。（当方は放送大

学・九州産業大学連携による博物館実習第一期修了生です） 

 自由時間は門司港レトロ展望室（31F）で過ごした。黒川紀章氏の設計によるタワーマンションの最

上階で眺望は抜群だった。この頃の黒川氏は、丹下健三一門のひとりとして横に広く堂々とした福岡

県庁舎や沖縄県庁舎などを建設しており、垂直建築の磯崎新氏と並び称されていた。その黒川氏が垂

直方向にのびるタワマンを生み出した。ドラム缶を半分に割ったような屋上のモニュメントは救急用

ヘリポートだそうだ。 

 本年度の学生研修旅行も充実した日程だった。この日（10 月 7 日土曜日）、山口花博覧会では 7 万人

の入場者を記録し、山口市阿知須一帯は大渋滞だったようですが、私たちはスムーズに帰着できました。

実行委員の皆さん、山口学習センターの皆さん、ほんとうにお世話になりました。  

来年度もよろしくお願いします！ ありがとうございました。 

『学生研修旅行ボランティアガイドによる門司港レトロ地区散策と  

出光美術館「花鳥の彩り」（学芸員説明付き）』 

全科履修生 生活と福祉コース  亀井 泰裕 

 

 



 

 

 

◎平成３０年度第２学期 単位認定試験について 

 

平成 30 年度第 2学期単位認定試験が 1月下旬から実施されます。 

受験票で日時、試験会場を確認の上、注意事項を熟読されて試験に臨んでください。 

 

◆試 験 期 間     

 

 

※1月 28日(月) 、2 月 1日(金)は学習センター閉所日 

 

◆試 験 時 間     

 

 

 

 

 

 

 

 

※大学院、教養学部ともに試験時間は上の表のとおりです。はじめに試験の説明を行いますので、

試験開始の 10 分前までに入室してください。遅刻の場合、試験開始後 20 分以内に入室すれば受

験可能ですが、20 分経過後は入室できず、受験できません。 

 

受 

験 

に 

必 

要 

な 

も 

の 

単 位 認 定 

試 験 通 知 

( 受 験 票 ) 

試験日の 1週間前までに受験票が送付されます。 

1 月 17 日（木）までに届かない場合は、大学本部総合受付（☎043-276-5111）

に連絡してください。 

学 生 証 
学生証の交付をまだ受けていない方は、至急、学習センター窓口でお受け取りく

ださい。 

持 ち 込 み 

許 可 物 品 

受験票に同封されている「単位認定試験時間割」で確認してください。試験の約1ヶ

月前に学習センターの掲示板、キャンパスネットワークホームページからも確認でき

ます。学習センターでは、印刷教材、辞書などの貸し出しは行いませんので、お

忘れ物の無いようご準備ください。 

筆 記 用 具 解答には、必ず HBの黒鉛筆を使用してください。(シャープペンシルは不可) 

※試験場に時計は設置されていません。各自で持参していただきますようお願いいたします。  

事務室からのお知らせ 

 

【大 学 院】 1 月 24 日(木) 、1月 26 日(土) 

【教養学部】 1 月 25 日(金) 、1月 27 日(日)、 

1 月 29 日(火)～ 31 日(木)、2 月 2 日(土) 

 

1 時限  9：15 ～ 10：05 

2 時限 10：25 ～ 11：15 

3 時限 11：35 ～ 12：25 

―休憩― 

4 時限 13：15 ～ 14：05 

5 時限 14：25 ～ 15：15 

6 時限 15：35 ～ 16：25 

7 時限 16：45 ～ 17：35 

8 時限 17：55 ～ 18：45 

 



 

 

 

受 

験 

の 

際 

の 

注 

意 

事 

項 

座 席 

複数の科目の試験を同じ試験室で行うため、科目ごとに座席番号を指定してい

ます。 

山口学習センターロビーの掲示板及び各試験室入口の掲示で確認のうえ着席し

てください。 

なお、試験室名は必ず受験票で確認してください（同じ科目でも、試験室を分け

て行う場合があります）。 

駐 車 場 とっくりがま同封の駐車場案内図をご覧ください。 

控 室 
大講義室、図書視聴学習室、学生ラウンジを控室として利用いただけます。 

（大講義室・学生ラウンジでは飲食可能です。） 

不 測 の 

事 態 

天災、交通機関の事故、大雪・凍結・台風・大雨等による交通機関のまひ、その

他受験生の責任に帰さないやむを得ない事態、（自家用車等使用時の学生の責任

による事故等は除く）により、受験に支障が生じた場合は、必ず山口学習セン 

ターにご連絡ください。 

単 

位 

認 

定 

試 

験 

終 

了 

後 

問 題 公 表 ２月上旬に試験問題をシステム WAKABA 及び学習センターで公表します。 

試 験 結 果 
２月下旬に大学本部から試験結果を「成績通知書」によって通知されます。また、

システム WAKABA の「履修成績照会」で成績を確認することもできます。 

成 績 評 価 ○Ａ、A、B、C（60 点以上）の場合が合格で単位修得となります。 

再 試 験 

平成 30年度第 2学期に新規に登録した放送授業科目の単位を修得できなかった

場合、2019 年度第 1 学期に学籍がある場合（休学除く）に限り、再試験を受け

ることができます。 

再試験科目については、あらためて科目登録をする必要がなく、授業料もかかり

ません。 

 

【単位認定試験に不合格、または受験しなかった（通信指導は合格している）】 

→ 2019 年度第 1学期の単位認定試験を受験できます。 

 

【通信指導問題に不合格、または提出しなかった】 

→ 2019 年度第 1 学期の通信指導問題を提出し、合格すれば、単位認定試験を

受験できます。 

 

【平成 30年度 2学期末で在学期間が終了する】 

→ 再試験を受けるには、2019 年度第 1 学期の継続入学手続きが必要です。

再試験科目以外に受講科目が無い場合は、入学料のみがかかります。 

2019 年度第 1 学期の単位認定試験の日程は、2019 年度第 1 学期の授業科目案内等でご確認くださ

い。 



 

◎2019年度第 1 学期 科目登録申請／継続入学について 

■科目登録申請 ― 次学期も学籍が続く方 ― 

1 月中旬に大学本部から、『2019 年度第 1学期科目登録申請要項』等の資料が送付されます。 

届いた資料をよくご覧のうえ、2019 度第 1 学期に履修したい科目（放送・面接・オンライン授業）

を下記の期間中に郵送、またはシステム WAKABA で申請してください。 

【科目登録申請期間】 

郵 送 に よ る 申 請 平成 31年 2 月 13 日（水）～2月 27 日（水）【私書箱必着】 

システムWAKABAによる申請 平成 31年 2 月 13 日（水）9：00 ～ 2 月 28 日（木） 

 

■継続入学について ― 今学期で在学期間が終了する方 ―  

1 月中旬に大学本部から、『継続入学関連書類』が送付されます。届いた資料をよくご覧のうえ、

2019 年度第 1学期に入学を希望される方は、下記期間内に出願をお願いします。 

【継続入学出願期間】 

面接授業も登録したい方 
必ずこの期間にシステム WAKABA（インターネット）で申請してください。 

平成 31 年 2 月 13 日（水）9：00 ～ 2 月 28 日（木）24：00 

（ただし、面接授業のみの登録での入学は不可） 

面接授業の登録が必要ない方 

郵送、またはインターネットで申請してください。 

【第 1回】 平成 30年 12 月 1 日（土）～2月 28日（木）【私書箱必着】 

【第 2回】 平成 31年 3月 1 日 （金）～3月 17日（日）【私書箱必着】 

 

 

◎2019年度 4月入学生の募集をしています 

 

【第１回募集】平成 30年 12 月 1日(土)～平成 31 年 2 月 28 日(木) 

【第２回募集】平成 31年 3 月 1日(金)～平成 31 年 3 月 17 日(日) 

 

学生の皆さまのご家族、ご友人の方で、放送大学に関心をお持ちの方が 

いらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ご紹介 

ください！ 

 ※募集要項は下記からご請求いただけます  

・山口学習センター ☎ 083-928-2501     ・資料請求のページ 

・資料請求専用ダイヤル  0120-864-600   ・放送大学ホームページ http://www.ouj.ac.jp/ 



 

     

 

時間割が変わり、試験・レポート等の時間が設定されます。 

◆総実授業時間(675 分)を確保するため、原則として１コマの授業時間が 85 分から 90 分（最後の

8時限目は 45 分）に変更となります。 

◆授業時間とは別に成績評定のための試験・レポート等※の時間が設定されます。 

※筆記試験、レポート、論文、口述試験、実技テスト、その他担当講師の指定する方法により 

実施されます。（シラバスに記載されているので、必ずご確認ください。） 

※フィールドワーク等、一部の科目については試験・レポート等がない場合もあります。 

 

【2019 年度第１学期からの面接授業時間割】 

授業時間 開始時刻 終了時刻 備考 

１日目 

１時限 9：50 11:20 90 分間講義 

2 時限 11:30 13:00 〃 

昼休み 13:00 14:00  

3 時限 14:00 15:30 90 分間講義 

4 時限 15:40 17:10 〃 

2 日目 

5 時限 9：50 11:20 90 分間講義 

6 時限 11:30 13:00 〃 

昼休み 13:00 14:00  

7 時限 14:00 15:30 90 分間講義 

8 時限 15:40 16:25 45 分間講義 

試験・レポート等 16:25 17:10 45 分間 

☆開始時刻が 10:00 から 9:50 に早まりますので、ご留意ください。 

 

成績評価が2段階評価から6段階評価へ変更されます。 

◆面接授業の成績は放送授業、オンライン授業と同じく合・否⇒○Ａ～Ｅの６段階に変更となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

シラバスに面接授業「受講前の準備学習等」について記載されます。 

 

 
・・・・・・詳しくは放送大学学園本部へお問い合わせください・・・・・・・ 

TEL  043-276-5111（代表） 

2019 年第１学期より面接授業が変わります！ 

 



 

 

◎公開講座のご案内 

 

山口市徳地で公開講座を開催いたします。一般の方もご参加いただけますので、お誘い合わせの

うえ、ぜひお越しください。受講料は無料です。 

詳細は、山口学習センターホームページ 

（http://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamaguchi/）をご覧ください。 

 

 

 

◆テーマ：「病気の予防と薬について考える」 

日  時 会  場 講  師 定 員 

平成 31 年 3 月 16 日(土) 

13：30～15：00 

山口市徳地 

地域交流センター 

（徳地山村開発センター） 

阿部 憲孝 

（前放送大学山口学習センター所長 

／山口大学名誉教授） 

50 名 

 

 

 

 

◎山口大学特別聴講生の募集 

  

 放送大学は、山口大学と単位互換協定を締結しています。山口大学で修得した単位を、所属す

る放送大学で修得した単位とみなすことができる制度です。学生にとっては、授業科目の選択の

幅を広げることができます。 

 

 単位互換校の授業科目を履修できるのは、次の３つの要件をすべて満たしている方になります。 

 

 

① 全科履修生 

② 本学の在学年数が１年以上の者（2017 年度第 2 学期以前の入学者 （※編入学者含む）) 

③ 放送授業科目において 30 単位以上を修得した者 

 

 

なお、単位互換校へ通学可能な学生を募集の対象とします。 

※履修を希望される方は、平成 31年 1 月中に事務室へお問い合わせください。 

 

 

  

http://www.sc.ouj.ac.jp/center/yamaguchi/


 

 

 

 

◆山口学習センター研究発表会 

【日 時】平成31年 2月16日（土）10：00～ 

【場 所】山口学習センター大講義室  

 

◆平成 30 年度第 2 学期 学位記授与式 

【日 時】平成31年 3月31日（日）10：30～ 

【場 所】山口学習センター2階 会議室   

 

◆2019 年度第 1 学期 入学者の集い 

【日 時】平成31年 3月31日（日）13：00～ 

【場 所】山口学習センター2階 会議室 

 

 

◎放送大学学位記授与式 

日  時 平成31年 3月 23日（土） 11:00～12：00 

場  所 ＮＨＫホール 東京都渋谷区神南2-2-1 

◎卒業・修了祝賀パーティー 

日  時 平成31年 3月 23日（土） 13:30～15：30（予定） 

場  所 都内ホテル（予定） 

 

 

 

  

山口学習センター 行事案内 



 

 

 

 

201９年度より図書・視聴覚室の利用方法が変わります！ 

① 新設科目の放送教材(DVD･CD)について  

「放送教材(DVD･CD)による視聴」から「ネット配信およびＢＳ放送による視聴」に切り替わり

ます。新設科目の放送教材(DVD･CD)は配架されません。現在、学習センターに配架されている放

送教材は、閉講するまでの間、従来通り学習センターで視聴できます。 

 

② 学習センターでの図書の室外貸出について 

平成 31 年 4 月から、図書の室外貸出は放送大学学園本部で一括して行います。現在、学習セン

ターに配架されている図書は、従来通り学習センター内で閲覧できます。 

 

③無線 LAN 利用の申請について 

放送大学が指定する e-ラーニングのサイバーセキュリティ研修（放送大学自己学習サイトの

「情報セキュリティ研修（学生用）」を受講し、小テストに合格すると発行される「修了証」を窓

口へ提示してください。 

なお、「修了証」の提示が無い場合は、申請を受付できません。「修了証」は印刷もしくはスマー

トフォンなどに表示してご提示ください。 

◆◆◆放送大学自己学習サイト https://sls.ouj.ac.jp/webclass/◆◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎既に無線 LAN アカウントを取得している学生について 

平成 30 年度末までに e-ラーニングの「情報セキュリティ研修（学生用）」を受講し、修了証を窓

口にご提示ください。（このとき、改めて利用許可書は交付しません） 

平成30年度末までに修了証を提示しなかった場合は、無線LANアカウントの利用を停止します。

なお、アカウントの利用が停止となった後、情報セキュリティ研修を受講すれば再度申請すること

ができます。 

 

 

図書・視聴学習室からのお知らせ 

 

「情報セキュリティ修了証」 

（みほん） 

・・・・・・詳しくは図書窓口でお問い合わせください・・・・・・ 

 

https://sls.ouj.ac.jp/webclass/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎単位認定試験期間中の図書室の利用について 

 

試験期間中の控室・自習室としてご利用ください。 

図書室内の印刷教材は貸出できませんので、試験の際はご注意ください。 

 

【期 間】平成 31 年 1 月 24 日(木) ～ 2 月 2日(土）     

【時 間】9:00 ～ 18:45 

 

◎図書の室外貸出について 

 

平成 30 年度末まで学習センター配架の図書の室外貸出がご利用できます。 

貸出希望の方は、学習センター図書窓口でお手続きください。 

 

 教 養学部 大 学 院 

図 書 ４冊・１ヶ月 ６冊・１ヶ月 

雑 誌 ２冊（最新号は除く）・１ヶ月 

 

◆◆放送大学附属図書館のホームページにアクセス（http://lib.ouj.ac.jp/）◆◆ 

 

 

所蔵検索システムＯＰＡＣ

で予約・取寄せの申込み

ができます。 

「リブナビ（図書館使いこなしガイド）」をご活用ください！！ 

放送大学の学生が利用できる図書館サービスや文献の検索方法につい

て紹介しています。また、附属図書館のホームページでは、学生の皆さ

んが学習・研究に役立てることができるさまざまなサービスを提供して

います。 

 



 

 

 

 

 

１月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 
 

 

月 火 水 木 金 土 日 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

２８ ２９ ３０ ３１    

月 火 水 木 金 土 日 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８    

月 火 水 木 金 土 日 

       １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

 

1 日～3日 閉所日(年始)  

5・6日  面接授業「新・初歩からのパソコン」，

「動物の行動と進化」 

19・20 日 閉所日(特別)大学入試センター試験 

 

【単位認定試験】 

●24・26 日       単位認定試験(大学院) 

●25 日～2月 2日  単位認定試験(学部) 

 

1 日 閉所日（特別）  

2 日 単位認定試験(学部) 

 3 日  閉所日 

13 日  第 1 学期科目登録受付開始  

(郵送 27 日，Web28 日まで) 

23・24 日 閉所日(特別)山口大学入学試験(前期) 

1 日～  第 2回学生募集出願受付開始 

2・3日 教員免許更新講習修了認定試験 

12 日   閉所日（特別） 

21 日    閉所日 (春分の日) 

23 日  平成 30 年度学位記授与式(NHK ホール)  

26 日～28日 図書・視聴学習室整理期間(閉室) 

31 日  学位記授与式・入学者の集い(山口学習センター)  

閉所日   面接授業   単位認定試験 

新年明けましておめでとうございます。 

まもなく単位認定試験も始まりますが、時節柄しっかり体調管理をしていただくとと

もに試験当日は時間に余裕をもってお出で下さい。 

最後になりましたが、今回寄稿くださった方々に心より御礼申し上げます。 


